愛リバー・サポーター同意書
参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、下記の内容を守って愛リバー・サポーターとして河川美化清掃活動その他河川愛護活動（以下「河川美化清掃活動等」といいます。）を行うことに同意します。
記
１　愛媛県愛リバー・サポータ－制度推進協議会事務局（以下「事務局」といいます。）の示す安全方針等に従い、安全が最優先であることを自覚し、責任者を定め、参加者の規模、気象状況等に応じた無理のない活動計画を立て、安全の確保に十分注意して河川美化清掃活動等を行います。
２　愛リバー・サポーターの登録決定の通知を受けた場所の河川美化清掃活動を登録決定の通知の日（以下「決定通知日」といいます。）から１年間の間に１回以上行います。

３　河川美化清掃活動等に際して、他の目的を持つ別の活動（チラシの配布、イベントの開催等）は行いません。
４　この同意書と併せ次の提出書類をそれぞれの提出期限までに提出します。

	提出書類名
	提出期限

	活動連絡票
	河川美化清掃活動を行う予定日の15日前

	実施状況報告書
	河川美化清掃活動を行った日の属する月の翌月末日

	年間活動計画表
	毎年度４月30日まで。ただし、愛リバー・サポーターの登録を行った年にあっては、同意書とともに提出する。


５　15歳未満の者が河川美化清掃活動等に参加する場合は、必ず十分な人数の成人の保護者又は監督者が指導又は監督します。
６　収集したゴミや除草等を、あらかじめ定められ、又は指示のあった方法により処理します。
７　河川美化清掃活動中に重量物、大型のゴミ等を発見したときは、事務局に報告します。また、有害又は危険と思われる物質、医療廃棄物（注射器、点滴針等）等を見つけたときは、直ちに河川管理者に通報します。
８  その他河川美化清掃活動等を行う場合は、愛リバー・サポーターの登録決定の通知書及び事務局で別に作成する手引きに記載された注意事項に留意するとともに、河川管理者から指導、指示を受けた場合にはこれに従います。
９　参加者の活動が、この同意書の定めに違反する場合又は愛リバー・サポーター制度運営要綱第８の規定に該当すると認められる場合は、愛リバー・サポーターの登録が抹消されても異議はありません。


　　　　　　　年　　月　　日

愛媛県愛リバー・サポーター制度推進協議会会長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　企業又は団体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　者　名

<注意事項>
１　愛リバー・サポーター制度は、私たちの身近な河川がかけがえのない地域の貴重な共有財産であることを再認識し、その管理に積極的に住民等の皆さんが参加していくシステムです。しかし、愛リバー・サポーターは、公共の財産である河川の公益的活動として河川美化清掃その他の河川愛護活動を行うほか、特段の権利が設定されるものではありません。
２　愛リバー・サポーターは、河川敷の美化清掃活動を排他的に独占するものではありません。他の団体や個人の方が美化清掃活動を行っている場合も、お互いに協力しながら作業を行ってください。
３　河川美化清活動は、参加者の自己責任下において行うボランティア活動であって、事務局はその活動中の事故に対し賠償責任を負いません。ただし、県が、活動の支援として傷害保険に加入している場合には、その範囲内で補償を行います。
４　河川美化清掃活動等を行うに当たって、参加者が清掃実施地区に徒歩等で行けない場合には、なるべく公共交通機関を利用する等により、車両の数を必要最小限に抑え、また不法駐車等は行わないよう指導してください。
〇愛リバー・サポーター制度運営要綱


（参加資格）


第２　愛リバー・サポーター制度に参加することができる者は、愛媛県内に所在地を有する原則として10人以上の団体又は企業（以下「団体等」という。）とする。ただし、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団、愛媛県暴力団排除条例（平成22年愛媛県条例第24号）第２条第３号に規定する暴力団員等が代表者である団体等その他愛媛県愛リバー・サポーター制度推進協議会（以下「協議会」という。）が不適当と認める団体等は、この限りでない。


（登録の抹消）


第８　参加者が、この要綱の定めに従わない場合、他の参加者の活動に迷惑を及ぼす場合、協議会の運営に支障をきたす場合又は第２ただし書に規定する団体等に該当することとなった場合には、協議会は、当該参加者の登録を抹消することができるものとする。








